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	難病対応お役立ち便り【第1弾】
	Vol.54
	50歳以上で発症することが多いパーキンソン病。 65歳以上では100人に約1人が発病しており、超高齢社会である日本でも患者数が増加しており【パーキンソンパンデミック】と呼ばれています。 「難病マネジメント」の中でも最も症例が多い「パーキンソン病」の支援に焦点をあて、少しでもお役に立てる情報をお届けします。
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	看護師／理学療法士／作業療法士／言語聴覚士 によるトータルサポート体制
	【リハビリ職】（体を動かすプロ）
	【看護師】（全身と生活を看るプロ）
	📅 第2弾 「ホーン・ヤールの重症度分類別 　に見た、プランのツボ」 　　　　　　　　　　　について



